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寺 田 吉 孝訳

安 田 節 彦訳

訳者まえがき

アイヌ語研究者からの依頼があり，M.M.ドブロトゥヴォールスキー著のアイヌ語・ロシア語辞

典の翻訳に取りかかったのは1995年だった。1997年４月までに，５回にわたって，学園論集に翻

訳を少しずつ掲載していた。しかし，教養部解体に伴う1998年からの大幅なカリキュラム変更の

ため，担当科目であるロシア語の教材作成に多くの時間を必要となり，辞典の翻訳作業に割く時

間が無くなってしまった。さらに，その数年後，アイヌ語研究者の魚井一由氏もこの辞典の翻訳

を進めているということを知った。その時，アイヌ語の専門家でない者が翻訳する必要がないと

思い，肩の荷が下りたような気がした。しかし，昨年，その魚井一由氏が辞典の翻訳を完成させ

ないまま急逝された。その後，アイヌ語研究者の方々から，翻訳を再開するように依頼があった

が，なかなか再開する気力が出てこなかった。しかし，北陸地方でロシア語通訳をしている安田

節彦氏に翻訳を協力願えることになり，ようやく翻訳再開を決意した次第である。

1997年までに翻訳していたのは，主として，辞典本編に入る前の論文の部分であり，本編では

最初の文字であるＡの一部分だけであった。今回翻訳するのは，辞書の本編のＡの続きの部分で

ある。本辞典は省略記号が多く用いられているが，それに関しては，「アイヌ語・ロシア語辞典⑸」

『北海学園大学学園論集第91号』1997年４月において，説明を加えているので，そちらをご覧い

ただきたい。入手困難な場合は，別刷りをお送りするので，訳者にご連絡いただきたい。

（寺田吉孝 記)
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Amma. (Āmmah). Kl.Kam. (横にして）置く．

Amobis. (地 Shm.) クタウジ（Ktauzi， ）の南方の岬．

Amojni. Langs. Mats. 手．

Ámpa. (動）⇨ amba. Ámpa kanekh kusujkı，（いますぐ）持って帰ってくる．

Ampari. (名）織物のための梭，網を編むための木の針． (同）yakarakyem.

Ampye⇨ ambye，何かがある，いる． Ampye-ruka，鯨がいる． Ikara-kara-ajnu ampye-rika
 

nag･jye,kvani nagam nukara；伝令が鯨を見たといっているが，私自身はまだ見ていない．

Ampi. P.-M. (名）火，灯り．

Ampimyekaru. Mos. 弦楽器を演奏する．

Ámpitakhkye

― ekara，親指の下から中指を出して，ぱちりと鳴らす．

Amu. Mos. 人間の爪，動物の爪；足の先．

Amujningı. (名）前 （肘関節から手首まで）．

Amukiri. Mos. 知っている，気づく；記憶，思い出．

Amunım (amunin). (名）前 （肘関節から手首まで）． carpiの部分，carpiの骨． ミトン

の手首や前 に当たる部分．

― poni，前 の骨．

Ámusi. (動）引っ き傷をつける． Val.amushi.

Amusipye. Mos. アザラシ，アザラシの一種．

Amuspye. Kr. 毛の生えていないフイリアザラシ．

Amusnyeg. Kl.Kam. アザラシ．

Amus’pye. (名）アザラシの子 porokh.

Am. 長音化した a（座っている，ある）？ Nakhta an am ga? それはどこにあるのか？（帽

子について）⇨Nag-jye-am.

Am. (名）人間の爪，動物の爪． (複）amigı. ⇨ asam. Lang.Kur.Mats.S.Sakh.Kl.Kam.

人の爪． Kl.Kam. 動物の爪．

Ana. Mos. (あるいは anna）できる，持っている，など． (an「持っている」から）． ⇨ a

「～できる」（可能法の形で）．

Anaba. Mos. 親類．

Ana-ikye. Mos. 何かがあるなら（何かがある時）．

Anaka. Mos. an-yakkaの省略形．

Anaka iva. Mos. それはそうらしい． それはもちろんである，それは思われているとおりで
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ある（ここでは歴史的時制 の形成に iが付加され，

さらに限定の小詞 vaが付加され，それと同時に akkaの aが省略されている）． どうやら，

何かがあるらしい；確実に．

Anakine. (an-yaki-neの代わりとして）． Mos. 字義通りには「それはもちろんある」，さらに

強意の neとして，「～に関しては」とほぼ同じ意味で使われる． 強意の定冠詞．

Anakka. Mos. an-yakkaの省略形． Akkaは，たぶん，小詞 kaを可能法の形のaに付加する

ことによってできた動詞語尾（anakkaの中でのように）である． 持っているのに，あるの

に． 持っているのだが，あるのだが．

Ana-koroka. Mos. ～だけれども，何かあるけれども．

Anarye. (形）負かされた（戦いで）． (反）ajnukharye.

Ánasakh. (形）退屈な，面白くない．

Ánasyekista. (名）消灯後の時間，真夜中まえ．

Ánasikata，あるいは arye-onası，anas’kata，あるいは arianas’kata. (名）晩（消灯時間），深夜

前の時間．

Anasikaun.

― ipye. (名）夕食． Ánasikaun-ipye koekhankye，まもなく夕食だ．

An-akh. ⇨ anakaおよび anakka． Eipyeeramyechan an-akh kajki,ipye kanye! 食べたくな

いかもしれませんが，召し上がって下さい．

Anakhkara.

― ajnu，敗者，財産を使い果たした者． (同）amakyetari-utara.

Anats. Mos. ～を持ちながら，～を持って． 注意を喚起する小詞． 間投詞の形（アナツ）

で，～を持っている，～がある．

Anbano.

Angigannye. Mos. もし物があるなら（期間を決定するための表現）．

Ándzhami. 日本語． ⇨ chimakinaおよび ayaen’kikina.

Ánye (形）細い（長いものについて）． Ánye poni；細い骨（たとえば，腓骨）． Mos. 細

い，きゃしゃな． このこと，それ． Ánye otta. Mos. 彼に，このことに．

⑴訳注：何を意味しているのか不明。
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Anyegarakari. Mos. 貸す，貸し付ける．

Ányekanı. (名）赤いスグリ（木）．

Ányeka-turyep. (名）赤いスグリの実． 他に anyekani-turyep.

Anyekorokonniあるいは anyekorokotuj. (名）網を編むために使われるアイヌの紡錘（yaos-

kyeni）の飾り． ⇨ ruyekorokonniおよび ruyekorokotuj.

Anye-ni. 細い木，小さな木材．

Ányekoyajirajki. (動）感謝する． Tryekoro―；大いに感謝する

Anyekuts. Dav. 帯． Kl.Sakh.-N ：細い帯．

Anye-o byetcha. Mos. それゆえに．

Anyeonkamye. (あるいは sonno aneonkami），大いに感謝する；心から感謝している． ⇨

onkamyeおよび ukoonkamye.

Anye-oshi-koru. Mos. (アネヲシコル），同情する，容赦する，気の毒に思う．

Anyeru. Mos. 狭い道，小道．

Ányesokhki.

― ajnu，丁重な（sokhki-ajnuからの）酒盃を受けて，それを飲み干した人． ⇨ ikotuki.

Ányet ubyes’po（より正確には anyetrupyes’po）． (地）クスナイ-マヌエフ分水嶺に端を発し，

クスナイに流れる川．

Ani. 造格（具格）のしるし．（前）～から，～でKamuj rus’ani an-kara，（獣の）皮で作ら

れた（しかし，orovaとは異なる）． ―Am-ani numpa，つねる，爪でつぶす． ―Poni ani
 

an kara okhkita，骨で作られた結び目を解くもの． ―Mos. 対格のしるし． ～とともに，

～によって． 具格のしるし． ～を通して，細い（anye) ． 複合語の中では，「とる，取

り扱う」の意味をもつ． Dav. 持ち上げる（拾う），持っている．

Ani ambi. Dav. 荷．

Aniva apkashi. Dav. 運ぶ． ⇨ ampa-va-akhkas’. Pf.は，ani-va apkashiが（名詞が略され，

小詞 vaが加えられて）「（何か）を持って行く」と意味と考える

Aniva apkash. Dav. 引きずる．

Ani-kara. Dav. 夜．

⑵訳注：-Nが何を示しているのかは不明。

⑶訳注：なぜ「細い（anye）」がここに書かれているかは不明。
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Anikye. Mos. an-ikyeの省略形． ～がある時に． Inkara anikye. Mos. 見られていると

きに．

Ánimpakh. (名）衣服のひだ（しわ）．

Ani nii. Dav. 棒，木材．

Ánin. (形）実のならない，不妊の（makhnyeku）．

Ani ota omandi. Dav. 彼に． N ：eani okhta omantye. Pf.によれば「彼や彼女に送る」

（⇨ anye）．

Ani ru. Dav. 小道．

Ani ushakankye. Dav. 彼を． N ：きみを呼ぶ． Pf.によると，「彼を呼ぶ」

Ánkara kara, kara-karaの過去．

― ajnu,ıkara-kara-ajnuあるいは ajsikarakante-ajnuとは反対に，「命令をした人，命令を出し

た人」の意味．

Ankyes. Mos. 一日の始まり，夜明け（antsikara「夜」の省略形の anから），夜の最後の部分，

夜明け頃，他に ankyesh（アンケシ）とも言う．

Anki  Mos. 扇（日本語の ogiから）． An-kiki. Pt. かゆい．

Ánkita kosojye. (動）爪でつかむ（たとえば，カラスがわが子を取って行こうとするものの頭を

爪でつかむ）．

Ankoigokh

― utara. (名）商，商人たち．

Ankojki，打たれた，殴られた，打ちつけられた．

― ajnu，殴られた人． (同）khamyemon-trasa-ajnu.

Ankoirus’ka. (動）お互い相手に腹を立てている．

― ajnu，お互い相手に腹を立てている人．

Ánkomonasi. ⇨monasi.

― ajnu，貸し手に搾り取られた人．

Ankoroka. Mos. 持っているけど，持っていたとき（⇨ ko-ro-ka）．

Ankoro. Mos.

― kushu ne. Mos. これはあるのに（および，あるので）．

Ánkukunbye. (名）飲み物． (同）kokukumbye.

Ankuro.

― ne vakka I konteva ankuro水を好きなだけ飲ませてくれ．

Ánkusa. (形動）動詞 kusaから「運搬される」

⑷訳注：Nが何を示しているのかは不明。

⑸訳注：Nが何を示しているのかは不明。

⑹訳注：Pt.が何を示しているのかは不明。
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Ankusa ajnu，（犬ぞりの）乗客． ⇨ ikusa-ajnu.

Anna. Mos. ～できる（「～できる」から）． ⇨ a「～できる」（可能法で）． Klap.Kam. そ

れぞれの．

Annasa.

Ánni (名）（森の中の）倒木． (同）gorakhni.

Annigani. Dav. 細い，細く． H ：vyer . anyekani.

Anno Mos. 持っている，ある． (⇨ no）． ある， ，持っている，ある．

― itsikorye. Mos. 何かを自ら与える．

― omante. Mos. 何かを自ら与える．

Ánnoskye. １．真夜中（kuni tonnockye），語源的には，antsikara-nockyeの省略形． ２．真

ん中に．

― okukyeta. (名）（副）夜半すぎまで． 真夜中の後の時間．

Annoski. Dav. 真夜中．

Annoshkye. Mos. 真夜中（antsikara-nosh-kye「中間の夜」の省略形）（アンノシケ）．

Annoshkyi. Mos. (アンノシキ）．真夜中

Annu. Dav. 無駄に． Mos. ～がある，～を持っている．

Annuva. Dav. ～がある． Lang.S.Sakh. 食べる（ebe,annuwa）． H .：～があるとき，

～があるなら．

Ano Mos. 持っている． 小詞 anと副詞を形成するための小詞 noの結合． 持っている（長

語尾分詞の形で)― Ano ya ne ne，何もない． (あるいは ano-ya ne nep，字義通りは：

実際に何か顔についているか？）． Fumi ashi gunip ano-ya-ne-ne，ここには音を出すもの

がない． an-oya-ne-neの省略形．

Anoye. Mos. 回す，ひっくり返す，巻く．

Anokaj. １．私たち（chokaj「私」の複数形）． 私たちの（名詞の前で）． Mos. きみ，あな

た，二人称，三人称の尊敬表現「きみ，彼」（an-okajの省略形）

Anokita. Mos. 衰弱している，終わりになる，死ぬ（an-oki-taの省略形）．

Ánoma (名）罪，あやまち（anと gomaから）．

― ajnu 罪深い人．

Anomarye Mos. 色を塗る（an-omaryeの省略形）．

⑺訳注：H：が何を示すのか不明。

⑻訳注：vyer.が何を示すのか不明。

⑼訳注：H.が何を示すのか不明。
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Anon (あるいは anun）． Mos. ～の外に，外で．

Anon iguru piskiva. Dav. うらやむ． Pf.によると，anun-ikoro-piskyeva，他人の状況が考

慮されているうちに．

Anonyguru. Dav. うらやましがっている． Pf.によると，他人の財産を意味する．

Anopaj-sakhkye. Pt. 燻る．

Anramu-ochiu-u-e. Mos. (アンラムヲチユウエ），相互に譲る，容赦する．

Anta (anda)，きみ あんた ギリヤーク語の単語． アイヌ語では ajno!

Antish（あるいは andzhi），アイヌ語の単語 anchi「石炭」の歪曲．

Antraiki. (形動）殺された．

― utara，戦死者．

Ántranuf. (形）善良な，やさしい．

― ajnu，やさしい人．

Antro，「話者といっしょにする」という意味をもつ依頼あるいは命令の記号． Kyekh paj antro!

行こう Uko-igokujka antro! 私のところ煙草を吸いなさい さあ，私があなたのとこ

ろから煙草を吸います． (字義通りは：お互いのところから煙草を吸おう）．

Ántuki. Mos. 豆（日本語 adzukiから）（アンツキ）．

Anu. Mos. 持っている，ある（annuの代わりに；⇨ nu）． 持っている（長語尾の分詞形で）．

Anua. Kl.Kam. 出産（d.i.sie gebahr）．

Anubokyechu Mos. 着物をきせる，身につける，身につけている（着物について）（アヌボケチ

エ）．

Anuva. P.-M. はい，あります． ― Anu-va-ne-yaki-ne. Mos. もしそうであれば，あるい

は，もしそうでさえあれば．

Anukante. Mos. 見せる；より長い時間見せる． (尊敬語として）見る．

Anukantets Mos. 見せながら，見せているうちに． 見えるやいなや（尊敬語として；⇨ te）．

Anukaru Mos. 見る，しばらくの間目をむける（より長い時間）

Anukoyubu. Mos. 引く，引っぱりよせる，ぴんと張る．

Anun Mos. ～の外に，外で． 他の，他人の．

訳注：Pt.が何を示しているのか不明。
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Anup (Āhnup). Kl.Kam. いつも．

Anuudari. Kl.Sakh. 彼ら（illi）．

Anushataraj. Mos. (アヌシヤタライ），見知らぬ，知らない（他の人物について）．

Antsikara. Mos. 夜． Antskara. Dav. ドイツ語で「夜」．

― chupp. Mos. 月（字義通りは，夜の太陽）．

Antskari. Kl.Sakh. 夜．

Ánchi. (名）石炭． Oyasiからの石（undzhi-kusuri― 火の薬），お守りの一種．

Ánchikara. (名）夜．

― noski，真夜中（annoskyeの省略形）

Ánchipuni. (名）男性の名．

Ánchirye，焼かれた，あぶられた．

Ánchubu，あるいはAnchukhpa，積まれた．

An. (動）１)～がある，～がある（直説法現在および過去のすべての人称に用いられる）；私は

いた― 彼らはいた． ２)形動詞の記号：α)現在，過去の「被動の」動詞の前で，たとえ

ば，anchirye，焼かれている～，焼かれた～，ankara，作られている～，あるいは，作られ

た～． β)現在，過去の「能動の」動詞の後で． Oman an，去っていく～，去っていっ

た～． この場合，形動詞は名辞の役割を果たしうる． Tanye ipye-an kusu an kari：い

ま食事の用意ができた（作られた）． ３)（副詞の後で）現存する，存在する． Sojta an
 

kamuj konte. 外の（外にいる）神に～を与える（生贄として～を捧げる）． ４)名詞の後

で，与格あるいは対格を示す． Sambaku Sukyenno an kojki khchı（あるいは，単に kojki）．

サムバク・アイヌがスケンノ・アイヌを殴った． ５)代名詞 kuや chiのように，意味を変

えずに，名辞と一体となる時がある：anoma，罪（宗教上，道徳上の）． ⇨ goma． ６)Mos.

～できる． 動詞に付加されたものは，「行為の完了あるいは恒常性」を表す（aで終わる可

能法の形，つまり anaあるいは annaの形でも使われる）． 先行する語とともに省略される

ことが時々ある（⇨ itakan,omanan）． ～がある，～が存在する． ７)言い回し：tramu
 

pirika chiki, ichava-tenki
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an kara eas’kaj utara,tramu vyen-chiki ichavaten’ki kham-an kara：もし彼が良い品性だっ

たら，下士官になれるだろう，しかし不道徳な人間なので，まだ任官されていない． An
 

khyetanyea? あるかな？ Anotchiba あるいは，むしろ anochiba「捨てられた」． An-

sis’kas’maあるいは aj-sis’kas’ma，大事に保管された． Án-nasa，切り分けられた（魚）．

Nakhkanye an-chiki；そうなるなら（そうであるなら）． An-pitata；解かれた，広げられた．

An-anye-ni，細い木．

An gushi ta. Mos. あるところに，あるべきところに．

An-kyem-goocu，死ぬ覚悟をしていた，危うく死ぬところだった．

An-ki，～があるだろう．

An-koro, Mos. 持っている，～がある（ここでは koroは動詞 anの意味に何ら変化を加えな

い）．

An-koro kotan. Mos. 何らかの場所，存在する或る場所．

An-nankora. Mos. ～できる，今後～できる． ⇨ nankora.

Anryeskye noあるいは anryeskye khyekatstsi. 養子．

An ne. Mos. ～がある．― An-nye-ne. Mos. 持っている，持っている状態（der Zustand
 

des Habens；⇨ gye-ne），実際にある． ― An rui ne-a-va. Mos. 何かがあるとき（⇨

rue）． ― An rui ne kushu. Mos. これがある時，これがあるので． ― An-tsiki.

Mos. ～があるなら，～がある時に． ― An chiki an, isyam chiki―isyam! あるのな

らあるのだし，ないならないのだ （つまり，何も聞く必要はない ）． の

Ane an-neと ajneの省略形，～の時に． Sagıta ane ponu khyekatstsi，夏に生まれた赤ん坊．

Matajta ane ponu khyekatstsi；冬に生まれた赤ん坊．

Ane. Mos. あの，それ． 本来は，「この」を意味する，また，人称代名詞の３人称の役割をに

なう． Ane otta omande，私は彼にこれを送る． Ane oshagankye，私は彼を呼ぶ． Ane

は，文章中や複合語の中で，しばしば冗語的に用いられる． Tan rorunbye ane gobunba，

この悲しみが生じるなら．
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(「この悲しみ，もしそれが生じるなら」のように）． Tsinishi koyubu anegarakari，それら

は雲のかたまりを出す． Tanye anakinye tan rorunbye ane gobunba. いま，あるいは，

いますぐにこの悲しみが生じる．

Anegarakari. Mos. (お金を）貸す，贈る，賞として与える．

Aneyejtakh，感謝する ありがとう (動）感謝する．

Anekuj; 私の，私に属する． Anekuj amam，これは私の穀物だ．

Anekumbye，私の穀物；私のもの（an e kuと byeあるいは ipyeから）

Aneonkami. ⇨ onkami.

Aneponu(?). ⇨ ane，生まれた（？）． Cnye chuf ane ponu-khyekatstsi，同じ月に生まれた子

供達．

Anetunnyeva，願いがない時（an, etunnye, va）．

― kajki ikirye，意志に反して強いる（字義通りは：したくないけれども，強制される）．

― kajki ikiryekhchi，意志に反して強いる，強制する．

Aneyajirajki. ⇨ yajirajkyerye.

Aoinkari. Mos. 通して見る，のぞく．

Aongi，あるいは aonkye. Mos. うちわ． 日本語起源の語．

Apappi. Kl.Kam. 錨．

Angas (Āpgahs). Klap.Kam. 歩いて行く．

Anye. Bal.K.-Kur.Lang.Kur.Kl.Kam. 火（Āpeh）．

Anyes’kuni. (名）薪．

― nına，薪を割る．

Anyechyekuni. (名）薪．

― ta. (動）（森で）薪を手に入れる，薪を割る．

Apyechikunni. (名）薪． (同）chıkuruni.

Apı. Kr. 火． P.-M.Lang.Kam. Ániushat  Kr. 熱．

Apka. Mos. (アプカ），牡の鹿．

Ankas. Dav. 歩いて行く． Mos. ⇨ abukasi. Kl.Sakh. 歩いて行く．
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Apnini-furyepp. Mos. (アフニニフレツプ）イチゴ類の名．

Apnini-shyei. Mos.（アプニニセイ）貝の名．

Ápnumyenip. Kr. ホロムイイチゴ（Chamaemorus Raj.）；および apnumyenit.

Appa. Kl.Kam. 戸．

Appye (Appee). Lang.N.Sakh. 木．

Appias. Kl.Mats. 歩いて行く．Bro.(Appeass)，歩いて行く．

Appunninishyei. Mos.（アツピニニセイ）貝の名．

Appo. Mos.（アツポ）大きなコウモリの一種．メナシ山地にいる．

Apto. Mos. 雨． Fyur.Lang.Mats.S.Sakh.

― ashi. Mos. 雨が降る．字義通りは：雨が立ちのぼる．

Apto-nishioro. Mos. 雨天．

Apto-tsikapp. Mos. チドリ属の鳥． (Regenschwalbe）

Aptu. Mos. (アプツ）雨，aptoとも言う．

Apu. ⇨ abu. Dav. 氷．

Apftu Dav. 雨． Kl.Sakh.Lang.S.Sakh.

― ashiva. Dav. 雨が降る． ⇨ akhtoおよび as’-i-va.

― nishioro. Dav. 雨天． 無意味なことばの羅列：雨―空（雨模様の空）．

Apf. Dav. つり竿． Ap. Mos.（アプ），つり竿についたつり針．

Arabyen (名）シャツ． (同）chımpaj, ear’-imı.

― imı，シャツ．

Aravamp Pal. ７．

Araka. (名）病気，痛み． (動）痛む，病気をする． Dav. 痛む（arika）．

― as’病気が出た．

― mau. (名）不快． Emujki nyetonaki araka mau ku koro，体中，調子が悪い．

Arakakhtsı. (動）痛む． Na arakakhtsı，まだ痛む，まだ痛みを感じる．

Araki. Mos. ⇨ orova.
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